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宮崎大学 

【NO79 宮崎大学】 

 

 

 

 宮崎大学 農学分野 
 

学部等の教育研究 

組織の名称 

 

農学部（第１年次:265） 

大学院農学研究科（Ｍ:68） 

大学院農学工学総合研究科（Ｄ:16） 

大学院医学獣医学総合研究科（Ｄ:23） 
 

 沿     革 

 

 

 

 

大正13（1924）年 宮崎高等農林学校創立 

昭和24（1949）年 新制宮崎大学農学部設置 

昭和42（1967）年 大学院農学研究科修士課程設置 

平成19（2007）年 大学院農学工学総合研究科博士後期課程設置 

平成22（2010）年 大学院医学獣医学総合研究科博士課程設置 
 

設 置 目 的 等 

   
   
   
   
   
   
 

 

 

宮崎大学農学部・農学研究科の母体である宮崎高等農林学校は、中

等教育からの更なる教育の向上を指向して、大正１３年に設置され

た。 

 新制国立大学の発足時には、宮崎農林専門学校（昭和１９年宮崎高

等農林学校から改称）は、宮崎大学農学部として承継された。 

 昭和４２年、大学教育の基礎の上に高度の専門的な知識と技能を修

めるとともにわが国農業の近代化に即応するため、高級技術者、研究

者並びに教育者の養成を目的に農学研究科修士課程が設置された。 

 平成１９年には、構成大学として参加していた鹿児島大学大学院連

合農学研究科から独立し、農学と工学が連携・融合した教育研究領域

の深化を図り、広範な知識に基づいた総合的判断力と高度な研究能力

を備え、技術・知識基盤社会の形成に資する高度専門技術者の養成を

目的に農学工学総合研究科博士後期課程が設置された。 

 さらに、平成２２年には、山口大学大学院連合獣医学研究科から独

立し、広範な知識に基づいた総合的判断力と高度な研究能力を備え、

技術・知識基盤の形成に資する世界をリードする医学・獣医学研究者、

教育者及び高度な研究マインドに裏打ちされた質の高い指導的臨床

医並びに獣医師の養成を目的に医学獣医学総合研究科博士課程が設

置された。 
 

 強みや特色、        

 社会的な役割        

 

 

 

宮崎大学は全国一の家畜生産額を誇る南九州畜産地帯に位置し、豊

かな自然と風土のもとで、食料生産、森林や海洋の生態系環境保全、

生物資源の利活用及び生命を支える農学を考究し、地域や社会の発展

に寄与することを目指し、教育、研究、社会・国際貢献に取り組んで
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おり、以下の強みや特色、社会的な役割を有している。 

 

○ 幅広い教養や倫理観を養い、食料、環境、資源、生命等に関する

基礎学力を授けるとともに、照葉樹林を特徴とする演習林、教育関

係共同利用拠点の牧場、JGAP認証農場、遺伝子組換え圃場など特色

ある教育・研究施設を利用した実践学習を展開し、専門的知識・技

術と指導力を有する高度な専門人材育成の役割を果たす。さらに、

農学と工学が融合した大学院博士後期課程や全国唯一の医学と獣

医学が融合した大学院（修士課程、博士課程）での農学教育研究領

域の深化を図り、独創性と複眼的な視野と高度な研究能力を有する

先導的な人材育成の役割を果たす。 

 

○ 「International GAP対応の食料管理専門職業人の養成」、「生

物遺伝資源教育プログラムの国際的展開」、「畜産基地を基盤とし

た大学間連携による家畜生産に関する実践型統合教育」、「高度な

技術と指導性を有する家畜衛生・家畜臨床獣医師育成」などの事業

や、産業動物感染症等の特色ある教育、さらに、農工連携・医獣医

連携の異分野融合教育を進めてきた実績を生かし、指導者としてグ

ローバルに活躍できる農学系人材を育成する学部・大学院教育を目

指し、不断の改善・充実を図る。 

 

○ 全学的な研究戦略に基づき、農工・医獣医融合研究を進展させ、

地の利を生かした産業動物生産と防疫や、地域に根ざした農学諸分

野の研究を推進すると同時に、動植物の生理活性物質の探索と機能

解析における世界トップクラスの研究実績を生かし、地域社会の発

展や我が国の農学の発展に寄与する。 

 

○ 口蹄疫や高病原性鳥インフルエンザの発生を教訓に産業動物感

染症防御に対する教育・研究を充実するとともに、東南アジア諸国

からの参加を含む国際シンポジウムを定期的に開催してきた実績

を生かして、国内外の産業動物感染症防御に貢献する。また、高品

質農・畜産物生産技術やブルーベリー等の機能性食品の開発をとお

して農業、食品産業の振興に寄与する。さらに、新燃岳噴火による

災害からの復旧、綾ユネスコエコパークの保全、宮崎県央南沿岸で

の九州最大規模の珊瑚礁の発見、野生動物の調査・保護など地域社

会へ貢献してきた実績を生かし、地域の環境保全に努めることで、

観光等にも寄与する。 

 

○ みやざき新事業創出人材育成講座、産業動物従事者向け講座や、
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教諭向け講習会、大学院への社会人受け入れなどの実績を生かし、

社会人学び直しを推進し、地域の農業、食品産業の発展に資する。 

 

○ 海外大学・研究機関との学術交流・学生交流、JICAとの連携事業、

生物遺伝資源教育プログラムの国際展開事業による研修生受け入

れ等の実績や、大学院修士課程に新設した農学国際コース、海外に

設置したサテライトオフィス等を生かし、国際的な農学系人材育成

と東南アジア諸国との連携強化や農業分野での国際貢献に寄与す

る。 

 




